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マイクロ波借にふ、ける太陽-TG波ス ヘ クトルの11年変化

序 ー-0=> 

マイクロ校長?の人liJ屯必が，ベース成分とS成分とパ

ース トとに分けられることばよく知られているところで

ある. ζの"1でと乙で問JWにしようとするのは. 1000 

から 9400Mc/s .;，;:のベース!皮分と SI戊分とである.

'ノとむh引先i苅では，tGY 以-1~ 4 つのli，l ll~ij ， 問lち9400.

3750， 2000および 1000Mc/sにおける太陽電波強度と

似放の辿絞 4測をir>てきた.m 太μtu波強度だけにつ

いていえば 3750Mc/sが最も 占く 1951年llJJから述

iふ世測をIJfBfiした.*"tいて 9400Mc/sが1956年 5月か

ら，2000 Mc/sが1957年 3]]から 1000Mc/sが1957

年6JJから辿絞tul測をIJIJ始した.問Jち 3750Mc/s につ

いては一太防局JUIを紐え，f也の[，r.J波数についても、ド周期

以上にわたって述続縦測を行ってきたわけである.

ζれらの制測のJ:.llr(~は太I~，l屯伎の各成分の11与fl\Jおよ

びJ.'3~主主主に対する変化をしらべるととであり，淡町の設

，， 1のときからとの門的に添うように特別な考慮を払っ

た . なかでも~.Ií.r，:なことは ， れ周波数rmの 11 I.X1粘IJtをよ

くするためにアンテナを全$H1似形!こ作ったことであ

る (2)

1958年』ζ，われわれはi況に S成分のスペク トJレの最大

点が 5000Mc/s r;日j!Iにあるととを指摘した .(1) AF，'，l活

動が必盛期にあったそのときにまた， ベース成分のスペ

クト Jレも求めておいた.そζでこれらのスペク トルが，

乙の 2分の l太閤J[JJtJの問にどのように変化して行った

かをしらべる ζ とは住だ興味泌くまた一行忠義であると思

つ.

ζのような統汁を行う前l乙いままでf(;表してきたfJJ:

nの Fluxの値についてもう一度しらペロ し， 一回正確

と思われるはがねられた分について発表似の訂正を行う

乙とにした.

2. 発表資料の回顧と訂正

2-1 3750 ~c/s 

今までw弱聞にわたって行われてきた純J[IJ値の中で，

オタワの 2800Mc/sと立川の 3750Mc/sとのloliJllJ他が

田 犬;荏

Lif.I1.た"Vif十Lを示すととから，この前fiか似めて伯区の

刊し、ものである乙とは一般に日められているところであ

る ω州市)しかしながら，われわれの 3750Mc/sだけに

ついて言うならば，ζの12年I1¥J完全に絞正の-1'1性が侭

たれてきたかどうか奴問が残っている.とのあやしさは

1953年 1刀まで 2'liJH~器をj司いていないので直線性に

いくらか疑問がある ζ とと(6) J 956年 4月士でアンテナ

と受信機とのUD'ζアイ ソレークーを括入していなかった

ために気心点の絞正!と些か対1:11がある乙との 2つの不安

にlJ:づくものである.しかし役初から同しホーンアンテ

ナ(711とよって校正した粘よ誌をみると，乙れら初期におい

ても系統的なぷ差は 2 ~ 3 お以下であると考えている .

ドイツの Tubingen大学で同じ周波数で行った 11，)，¥測I(li

も，平均において 5%(立の差で一致している ζ ともつけ

JJlIえたい.附

2-2 9400 ~Ic/s 

ζの周波Lえでは大気の吸収を:!lt視するわけにはいかな

い. 11寺によっては大雨のためr~JU[IJが殆んど不可能である

ζ とすらあ「た.しかし大抵の/i.主または雨の口lζは吸収

が20名程度以下であるので1 1l~lÍな吸収の変化さえなけ

れば FI1L'C Densityの見砧にたい して文附を米たさな

い.というのは， 較正に気温7LJELと，アンテナを空に向け

たときの泌皮を伎っている限り 2 ~ 3 名の誤差しか生じ

ないからである.その理由は，吸収をする水の温度が地

上の気it;;lと大差ないために，TE伝送回路の損失の.!tj合

とほぼ同じになるからである.

n~i天の羽合1<:は ， 3750 Mc/s におけるよりも間測紡

広が低いという理山は何もない.ただ1957年 6月より前

は，発表した他K 1.04という係数を乗じたものの方が

より確から しい備と応われる. とれは 3750Mc/s にお

ける位とJ.ij旬開にわたった比絞を行ってわかったζ とで

あるが，途中でζ のような変化を生じた原因は，協法の

i!!!k，必観測を行うためにフィー ドアンテナを交侠したこと

にある ζ とは確かである.乙のn正を行った結果をWl

去に示す.

1960年lζ f~'~準ホーンア ン テナを作って旬測仙の絶対h交

正を行ってみた.その結果によると，発衣している他は

まだ 470程度低いらしいのであるが，あまり確かでない
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ので混乱をさけるために ζれ

以上の訂正は行わないことに

した.

2-3 2000 l¥1c/s 

2000および 1000M仇!こ 包

おいてむ， LNJti'oJにわたって 2 

1峨を保つように努刈〕てき L 
た.しかし残念ながらその粘 同

皮は 3750Mc/sより劣ると 公

二・わなけuばならない.その 自
ω 

原1!;Jのよなものは，引 31設と ぞl

アンテナとの11'.]にアイソレー 主

ターを伏用していなかったた 弘

めに，)<1ifJ点の牧正が不確か

であったことである.しかし

}liカ月中IC両).'.l披以ともアイ

第 1図 (叫 Flux DensityのfLJfJuと位大以小(.fi.下の力一フ¥土

ベース1戊分のレペJレ

ソ レー タ ーを括入する予定であるから， 次の太古~ßlj切に

は全)LJ~J(tâにわたり尚約皮がj'.}. られる ζ とがJl)Jl与でき

る.

2000 Mc/sについては，一部分訂正できることが明ら

かになった.というのは，京ベルリ ンの Heinrich-Herz 

Inslituteの人の桁仇(9)によってしらべたところ 7年

1:日lζ2，3 1司鉱石H~71ム践を代えたときに校正が変ってい

るととがl児らかになったからである.幸い乙のf.'dvJl欽で
は， しばしばアンテナを小屋iζ入れて気温点の正磁な記

i~を残してあったので修正を加える ζ とができたわけで の

ある.訂正した{砲をぷ 2表に示す.訂正後の値はかなり 冨

改25されたと思われる.というのは 3750Mc/sの!直と 守
Cコ

のw関をとってみると市 4':6]1こ見られるように非常によ 『

ロ
くなつTたこカかBらである.但し1957年 8)刀]までは，わづかな 二
Jtル則刷州刷v切凶川川IJ刷川川JI川川川11山川;目lリlであるカが糾州:ば山t訂ru正:が:不刊利fドρρ川'''':'1品吋'"可川峨'J引J汀f

'" ていない Q

2-4 1000 l¥1c/s ~ 

残念なから ζ のJ!，liJ.主欽でのtt'J'E!:1まええも悪いと忠われ U 

る . 多分あとではたJ~不可能な校正の変化があったに/i

いない.しかし 2000Mc/sとは全く同じ装置を日]いて

いるので，系統的なぷ迭はやはり訟%を超える乙とはな

いであろう .

2-5 毎月の値の平均値と最大最小値

ω1 I.JにfJj)Jの仙の3VLJ位と J法大忌小liÜの変化を /J~

す . 乙乙に|現示した他は太~l;}距~誌の補正. つまり太協を

1天文lUf立のと乙ろにれいたtl日正を行っている.平均値

は黒)Lでおわし， Jù.人11 と Jtl小1u~(を1もで結んである .

第 1図 (b) Flux Densi tyの平均値と最大最小11'な，

下のカープにベース成分のレベル
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第 2図 Flux DensllYとJ.V，;¥lui!えとの鮮日の!剖lIJi.の相関図

u!測に依存する}j法である. Flux Densilyとm対照点
3. べ 一 ス成分

E政~!成~比い lはt幻!沼混及，点'

Flux De開n山s剖I lげy のi“JVJ o.の'.)f，悩l[_占l白1を h仰J' かな)，~目，と S J成.x. i}と!に亡 点:本fι山4バIにこ文刈u応芯サ :， 1ド:luxDensilyのfu似'u'山1'(を〉米Kめ1札Lば， ζの

分lけ+亭という Jム<.1:μ4ぷlはI遜守計iでない . むし l冶j山》カなlム、Jを~ふ、 J9J "Jのペー ス必〉か}られるものと考えら~ :s.一般に

吋に)，院がれ，かなと与の FluxDensity 占句とすゐと :1，どi'ljt'を'ITIとjijんだl了が!iJ関がよい.3750 Mc， 5の

SJ成分に!主 2r日以ある乙とにな"7 一つは kqのi1i!I;IJ::;;: Flux DensJlyこ.ロシヤで鋭部IJした飢点1l!lh'川とのIU

lζ~J応した成分と ， もう一つは大阪の(1転に閃係なく 11 I ~Jを ， )，~")，・ IIIJの故人のと乙ろど下りカーブのところで

年)i.jl切で21:(じする成分とである.しかし SI.x.分としては とった閃を旬2L;lJに示す.

Á~f，~のJ汚ili)J ，:;~ に対応したものだけを考えるのかjilJ 官lであ -)jTiJt，.I'の助けをかりると，も っとははがJな刀法で

り，11年川!UJの変化分はむしろ，'，i.tJ、な)(11誌のJ!，:化と与え ベース成分会氷山る ζ とができる.11よ日の r沙制|の記似

るべきである .1'11'かなλ;却が変化ずるという1l.羽Ltilt'.loJ を [cU(';-，j1ti;て，下の包絡線をとればそれかBliX.分に仰

をmさめいので，i'i1'かな太閤l士本当に木t'4.iが!Il'かはと会 当する . しかしこのj~合， 定lhliErと叉{.d，ミのbl!!:ぞで

の FluxDensi tyを抱し.よ1誌が活動!切にあるときの!'(j1 きるだけ.Elこf'Aたなければならないζ とは勿 Jであ

カなよ Jの|正"J'¥lぺ-;l.、成分と呼んだ)jが11:..，さりす4ふ る._.{1IJ~ ，~: 3 ;:jにかす.ここで11:4000 Mc/sの8 ξ

と思う . 即ちベースJ/I.. ~ìのItl/J 、 (1[[がぬかな人間のレベル 子 F沙1;1，~ . }，、ている.

であると73えることにすξ. ζれら 2つのんU、から求めたベースJ氏分Lt以%以1/'l0)

ペースj成分をよkめるソ~.i1:1こ2つある.その一つは光の 1，:; l![で・玖する.千捗JIから求めたベース成分をおj)1 [3;J 
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(乱)の下の方l乙丸で示してある.乙れをなめらかに結ん

だ紛がベース成分の大~L:J.'，j J9J11、ドう変化であると Jjえ

る乙とができる.但しここでは. 3750 Mc/sと 4000

Mc/sとでは，太陽市上の'，t.!:it.r'J何度分布が企く tll似

であると仮定している.

他の周波欽におけるべース成分を求めるには統計的

)J/去を用いた . ある J.'，Jñ~以と 3750 Mc/s との制11氾 r~1

から両者のね関直総を求め， 3750 Mc/sのベース成

分!c相当する点を求めればそのJ~m欽の B成分かilJ ら

れる.その実際のやり )íを弘íl51勾IC示す. 乙のI~Jの説

明は後述する 9400Mc.sに閲しては， 1959勾ミ以後

には干渉計から求めるみはも活用できる.しかしこれ

ら2つの方法から求めた{1，'lIi3 -4 96位の差で一致す

るととを椛かめた.かくしてぷめたベース成分のレベ

ルをui1 ~(b)の下の!出紛でJ、しである .

太陽活動の汲ノふ下りカーブおよび:IJ:小ド付近の 3つ

の時期]におけるベース成分をスペクトルの形で;;1.わす

I一三Jf
1 ~<:?'叫・ I .，ん
tl-~ .;・ 、~V /.... 

，- '， ;4 向。 〆;

し 完'.' ，'1-0-/ ー

11:riffi¥'.1..udCH 
..・ ・ 、uρ。二/.

/:斗来予ギ;
dヶ・.:~....!_cz.: . 

_......，.. :_..，~~:.:' ・

，二戸'::1

200 ・ -1 ・一一τJ1 dlho、 lL 

3750 ~在c/s 3750 Mc/s 

(乱)人刊;).. J，:J]iヰkTHi!i.1958i'f.l 6 q (1))木W:，]仰のスロープ附ill.1960年 7~12月

第 4図 9400. 2800. 2000および 1000Mc/sの毎日の倍と 3750Mc/sの毎日の!なの相関図

ιι
一一「|一一ト「一
一一一一九一一

~γJkf
r
v

一

十

〆
.
・
・
ジ

ux-

-ポ
AP--
「.・

Jr・
-
-
-
j
'U

戸
用
、・

d

・・
J

・¥・

，d
.

・
.
g

一・そ

.
h
.

。
ト
i
h
--必
1
.
~
1

1

v一“

Ma
h
-
-
…之
町・
.
d
b
1
M
r

H
T
・

干渉"h.去によるベース成分の凡f.!'lり ，1958年
の 1-6月の1mで比較的ぷ防が品かなときの

記録をA:ね合わせたもの

4001 -l -

的

1230。
慢吋
同

o 
o 
〈コ
【..， 
t 
国 2'0!

o 1 
o 1 
o 1 
e、. ， 
Cコ
o 
∞ E 
C可 1

ISOi 

o 
Cコ
司""o、

第3図

1

1

1

 

。

。

内
u
・

《

V

同

‘
U
】
〉

h
o
o
-
-

甘
回
目

O
D
O
N
-
-
o
∞N
.
0
0ぜ
か

2~1 2OO 

10。. . . ， 

s
 

f
 

c
 

叫
W0

 
9
 

《

ut
 



~I 

。

ω 30~ 

'-' ヤ4
4 

c> 
c> 
・写-
o、

苫 200
同

c> 
c> 
00 
e、a

-cコ
c> 
c> 
e、.

+ 

的

U
H
，n
c
o
o

o
 

内

u

訪CP

第 5図 3750 Mc/sと他の)，1;'1えはとのIrirlの和'illl
'IのjIW)p'(，よのよとの.日'(t;、O)'lfkLにベース

，JX分を:l.lで不し. f!'[ ~の組1!Jì'1. 3750 Mc， S 0】

M.kl誌小l.r[に相苛.60 aとめとの，;1960'ドl

6 Jl を怠~;:し. b， t 7 -12 JJ を必" ~ T '毛の

{i!!I.!:己1Lになるう

(c) メ:r:i ，";j明~，!、::HiJl . 19621~ 1 }1-1963午5J1

15 

1000 2000 2800 3πメコ 9400 

Frcquency in l¥Ic， S 

%6図トluxDCDsityの珂 j，J'.;:とベース

rv. ミヘ旬ト Lをit24的な 3つのj初日目に

ついてれいたもの.-ffiドの曲線が静かな

よ協のレベルである

， I 61 '1 )ようになる . 勿J主役もトのカーノカ!切かな)~

'(Ijョ、しんでおる. ζれから 1000.2000. 3750 tlJぴ

9400 Mc/sにおけるベース成分はそれぞれ 3.O. 2.2. 

1.56むより 1.13仙の;{!2化を太リ川!VIのI:'，wJる(tが

lifJらかにれ勺f-. また 1000卸Ic/s~IJ i!I:のlU'U){メ.;:j!j，)).'.JJi.l1

の'1][:人とくま:るが，その大九1{分かベース成分の変化に

JI!~づく、ニとむ l羽らかである.

4. S 成 分

s .}についてはここ数年;:， n í.t~~いは午i!Þ..1 によ

... _:;く D研究がなされてきた.しかし乙れらの太郎分fl

J、防}，'，lNJのある特定の時期の資料にt，-いてな芯れたも

のであるから、大fIl，)r.;]191という長い1I1..SI点 'tのスペク

トルの7.<:(じをt.A.，:I(I'jに求めてみる乙ともまた1'i!bて必弘i

J')ると，IJ.I，h1Lる.

SI以分のスペクトノしを求めるには，作)，'JiI.Hx川の+111幻

;.7_ ;Rめる乙とか必1liである.そして乙れを山rI"するのに

は，ある・つの /~.l i).!(伐を.tJ;1f/に:rx.った )jf)~fリi ，fIJである .

さて 3750Mc，sは史、l.i.面Ciとの111以Iがよく.)Jiに!{l2 

π ;'4かヲ主うに，そのH!l辺正(*';1のftii引が人， 'I..J ，)J ) 

lYJで7ftんど?をら心い. この乙とから，Zし 3750Mc， S 

を必iVlにとi1.l:f. Slil(分 lこ 00する限り応.t!~i_L而&.;: -'τ ，~ 

と勺たのとlkJJ.iη1ご:;iIま勺1 じ三ホミ h~ ていて4hFJl((J.t!:

P..!:llll.!っきりすプ .3750 Mc. S 1) Flux Densily 1701ll 
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~6 57 58 59 &0 6' 62 

第 7図 S 成分の11年変化を 3750Mc/sの単位
Flux Density，成いは，'i1:¥b.i刷J'il000X 10-61ζ対
応させて闘いたもの
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第 8図 代表的 3つのJTJI:¥iにおける 31戊分のスペク
トJレ，Max.は1958年 1~ 6月. Slope(i 1960 
年 7~12月， Min. (;!: 1962"手i月日1963{手5
月.何れも 3750Mc/sの似を lとしている

o z且 ・~戸'ー一一一

。，。δ百 部門訟τ:
Frequency in ~1c/s 

第 9図 S 成分とベース成分の11::のスベクトノレ.
3750 Mc/sのfiUを lとしている.JUJI:aは知 8
凶!と同じ.
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{立が上.1.'，l，I.IIlilムの 6000λ10-6にI11当する .

ζれらの+UI則 1 <.1を全品11 ここにえ~ ~.ζ と

は絞純にすぎるので代点的な 3つの JvJ

1m， l~J ち太陽活動のtti人と，下りカーブ

とぷ・小附j![のと乙ろだりをみ41"4に示

し，あとはこのようにして水めた+¥11幻11'(

綜だけをまとめて出 51盆に示した.ゐ5

1五1Iと{;tliijIIii!ζノj;したJjilで求めたベース

成分のレベルも示してあ手 乙れらの11J

関山勾の傾斜か， ある 3750Mcjsの

Flux Densityのil{[， ばいはある一定の

黒点illih¥に対する相手の川波欽の Flux

Densityの他を示すものであり，との変

化を1、1，1.'，lJ~Jのスケールで 11 1 'il 、たものか

ル7I'~jである . これをふル;μ，J 10Jの代表fl'j3つのn!iJVlIとお

いてスベクトルの形で1'1れ、たものが;:g814で‘またS成

分対ベース成分の比のスベクトルを 3750Mc/sを弘司?ー

にして砂iいたのがみ 91%1である， '.Ii 1こ引，.6凶に{;t，W 5 

1S1からとった車JC，II'(I内な品人f白を，ベース}成分と並んでス

ペクトノレの形で凶いである.乙れらの閣のIIJで，オタワ

の 2800Mc/sの値をl七校のためfHいているが， j~rlかな

}:_似のレベノレかわれわ~iの l白線上に来るように i反りに

0，87という{if:!，去をかけてある.

乙れらの閃から次のような乙とが明らかになった.

(1) 3750 Mc/sと 2800Mc/sとのWJのlUl兎がfuもよ

い.これはまことに灼くべ占有ことて， ω測時間が会くタ

ることと資料'J?J1!lのんμ、が累る ζ とを与えると刈!とであ

る 3750Mc， sでは，いわゆ:， Post Burst Increase 

を4Jjrlの{白に九めているが，2800 Mc/sではこれを除外

してい早 .め 71引をよく見れは. k~r0rJ1りlの故小i!Ïくで

"rM!，J ~，!;J~の S 成分にいくらかのj;1Jきがあるが， それとて

もあまり大きいものではく，両おのS成分は7fiんど並行

であると考えられる.毎月の他の比をf，Ljf，]技法のWJでと

勺てみると;:U;，)).'，JJ切の川iこかなりの変化を牛ずるが 15il1)

ζれliLにベース成分の災り 7;の 111~"'1 1ζMづいている .

しかし乙の変化は， Nicol告tll1)の研究によると，J出Hi:.;j

'!J大気のilJJ!Iとのm閲をとるjZf?には ill~なぷ則、を持っ

ているようである(欠に 3750と 2000M CfSのHlPi9は，

訂正したあとでは以IJIJI)えていたよりi3}かによくなった

ζとに気づく ，3750と 9400Mc/sの問の相関は， 1).59 

図iζ示すように FluxDensity の値の変化の割合が小

さいために生する:f;'j'皮の低下を Jj二lこ入れても，あまり

よくない.との)，IJI苅の恋さは太f.'0J:，]j~Jのドりカーブのと

ζろでゆにひどい.ζのζと(-;次の'w.t1ξ目立銭関係して



いる.

，21 9400 1¥[c， sにおける FluxDenslty の~)'-;!人.:1\

J.'，jJifjのスロー 1のと ζろでl:J対((J!C強い.このことは1¥'1

ち[乙 'j:í訂絞の明日;~WI}]IIを;j~す極めて大きなノぜース卜が

や(1 り人間J.'JJ~lcl) スロ ープのととろ!こ 'IS: いして1JL 二 L

を.m.h:させる.jJ、う!こ SI以5tυコスペクト Jレと大きなノぜー

ストとの/111には{iiIか関係があるらしい.乙のととは大パ

ーストをf'mできる「リf削生そ〆戸皮 J~るもので ， Tiル，:/に

よる一.j，・j住んだ研究が)7:)1，必要である.

(31 )、問活動lik盛期のときに，われわれはほに 5000 

.Mc/s附i!IlζS成分の11';;.大点、がるることを指j内した.こ

のことは大体会太陽周 1闘をjill して言えるが， ただよr-~J J.'，J

j引のスローフ'の近くで 3750Mc/s以上が水平になる判

向があることはみI~ 8悶ぞみれば切らかである.

(4) 1000 Mc/s附近のSh'Z5}は銘 8図から切らかな

kうに;kF"1 i，"lj rOJ段J.;.，のときに比較的小さい.これはベー

ス以分がこのH5;河lこ非常にt何}JfIするのと対象的でちる.

このためにSli.r:分とベース成分の比をとると.!)i 9 /叫に

示すようなば!符なスペクト Jレの変化として現われる. ζ

のJ.'，j校以fi;でlJ，コロブのてil子五:皮の増加]により応，t!，i.の

UFJがんt少ナるものとー与えられる.

5. *吉 論

jh川でid.!n!:Jした7 イクロJ必ill-の 4つの);，j波数におけ忍

fiJ 11のliiiをぬベU'l，し， 9400と 2000Mc/s!ごついて.trLl

を行った . 干と~;十と!c，;rの両 )jからベース fム分を求めた

粘'ì~， 1000. 2000， 3750および 9400Mc， sにあ'与 3

ベース成分の11年吃化はそれぞれ 3，0，2，2， 1.56およ

び1.13(だに速するととが明らかになった.S!&5rのスベ

クトルは太m}，J1V]のfi，jでかなり変化する.3570と 2800

Mc/sのS成分は，ベース成分が両者でかなり変化ナる

にも拘らずお・しいでF・nt'1:が保たれる. 9400 Mc/sのS

成分は)~l\Ih向 !~Jのスロ ープのと乙ろで相対的に強い. 多

17 

6. 謝辞

ニωfl 'J::cl: I '.1lれれ屯i.主天え'[:M!先引の企L1によって

G .:s nt，ニ i山I~l、ながら túlliなi正月j川にわた;' ('~I!ilH:)，~づく

ものて、これら念日に!ぷJ11をささげるのは吋然である

が， 行(三凶日IIJ1~吋の保 :Jの J'd日ζ判った1川I' ;. j~丘ム・氏に(1:i

く!ふ/Jjナる.またJUと，d，ぬしたll/ii(j /;をir'，t'Y-l.， 本机のた

めに行ff!，<JlI[に二ti~ た 1句作11 1'リリj氏 J己批了!t; ， jLi J{)，' frI j'以

にら ì'I! U:の :舗と、を 1~する . 没後にいつも御激励をいただ

いている金原作所長に対してj享く弘司lの立をさ守げる.

文献

(1) I-l. Tanaka and T. Kakinuma， Proc. Res.lnst. 

Atmospherics， 1¥agoya Univ.， 5， 81 (1958) 

(2) 上r.Tanaka and T. Kak'numa， Proc. Res. r日st.

Atmospherics， Nagoya U日iv.，4， 60 (1956) 

(:1) A. E. Covington and W. J. Medd， Jour. Roy. 

Ast. Soc. Canada， XLVIlI， 4， 136 (1954) 

(4) H. Tanaka， Proc. Res. Inst. Atmospherics， 

Nagoya Univ.， 3， 117 (1955) 

(5) A. E. Covington， Jour. Roy. Ast. Soc. Ca. 

日ada，55， 167 (1961) 

(6) Radio Astconomy Section， Proc. Res. Inst. 

Atmospherics， 1¥agoya Univ.， 3， 145 (1955) 

(7) 11. Tanaka et al.， Proc. Res. Insl. Atmosphe' 

rics， Nagoya Univ. 1，71 (1953) 

(8) H. Urbarz， Frequenz; 16， 6 & 7 (1962) 

(9) A. Kruger and A. Wiener， Inlormution Bul. 

letin of Solur Radio Observatories， 13， 2 (1963) 

(10) Bulletin o( Solar Data， U. S. S. R. Acudemy 

。fSciences. 

(11) M， Nicolet， Jour. Geophy. Res. 68， 22， 6121 

分大きなパース卜と S成分のスペク トJレと互に関係があ (1963) 

ると思われる. 1000 Mc/sのS成分は太陽川!聞の1ilk (12) T. Takakura and M. Ono， Proc. I11t. Conf. 

F~oJ近で相対的に小さい . コロ ナの電子街皮が約して黒点、

の彩出を叉けにくくなるためであろう .

Cosmic Rays and Earth Storms， Kyoto 1961， 
207， Phy. Soc. Japan (1962) 



18 

1956"('.5 j-1957 l' 6)J 

1957 

0400 Mc， SのF1uxυensllyν ，;rJL: l;1'( 

i¥OV.'加

第 1表

札U
 

1
J
 

vd 
伺“M

 

Junc 

328 

328 

328 

320 

316 

May 

295 

304 

308 

311 

322 

Apr. 

333 

333 

324 

321 

312 

Mar. 

318 

326 

312 

310 

316 

Ff'b 

322 

324 

324 

314 

315 

J:1I¥. 

371 

395 

433 

439 

412 

347 

350 

366 

385 

387 

350 

347 

347 

356 

367 

OCl. 

321 

335 

344 

358 

368 

Sept 

322 

316 

312 

318 

321 

Aug 

317 

318 

311 

312 

317 

July 

294 

288 

290 

293 

292 

291 

292 

310 

298 

294 

294 

295 

294 

292 

'
E
&
内
'
'
旬
刊
‘
d

a
n噌

P

、J

313 

321 

304 

307 

323 

331 

323 

316 

322 

319 

322 

322 

328 

331 

328 

331 

324 

'
D
守

d
P
3
'i

n
u

q
L
9
'ゐ
今

J

必

性

必

法

令‘
d

べ‘
J

V

4

‘
》
ぺ
‘
J
M

司‘
d

318 

312 

311 

309 

318 

328 

331 

329 

329 

322 

331 

330 

328 

328 

321 

416 

388 

374 

350 

339

1 
331 

334 

331 

328 

329 

396 

381 

384 

383 

390 

385 

388 

380 

346 

339 

334 

338 

336 

354 

364 

361 

349 

357 

316 

322 

329 

331 

324 

292 

300 

310 

311 

309 

304 

298 

292 

286 

284 

'h
V

巧

'
'
n
n
u
a
w，

AH
V

ー

395 

383 

3o9 

374 

373 

383 

372 

382 

370 

365 

365 

333 

336 

333 

333 

321 

336 

336 

323 

321 

313 

327 

333 

328 

330 

331 

316 

320 

316 

323 

326 

318 

314 

324 

317 

310 

333 

321 

324 

3i2 

355 

38A 

415 

379 

374 

398 

378 

398 

391 

380 

366 

324 

322 

320 

315 

316 

315 

304 

304 

302 

300 

330 

333 

324 

321 

318 

310 

330 

329 

327 

324 

354 

349 

381 

382 

391 I 

3o8 

368 

390 

368 

374 

374 

361 

342 

333 

337 

364 

354 

372 

364 

350 

制 1

344 I 

339 

333 

322 

317 

317 

313 

318 

316 

307 

308 

300 

300 

283 

289 

290 

290 

298 

307 

318 

330 

318 

-
E
&
内
，
b

司

4Jv

a勾
岨
E

F

、JW

i

l

i

-

-

309 

310 

318 

322 

321 

302 

297 

289 

292 

291 I 

307 

298 

293 

300 

307 

297 

296 

301 

301 

300 

'hHV
内

'
'
n
x
U
A
U，，

A
H
V

'
h
A
-
E
A
-
E
a
-
E
a
内
，

ι

322 I 
323 

327 

327 

314 

296 

312 

336 

326 

326 

324 

324 

313 

307 

293 

290 

292 

295 

'E島
内

J
M

今
‘

dv

a
n
-
-
P

、d

内
，
，
.
内
，
U

内
ノ
旬
内
J
-
内
'
'
句

315 

319 

317 

314 

326 

内

l
a
q
q
L

q
〆
島
内
，
b

内，

z-

司‘
d

q

‘
u

q

‘B
U

390 

400 

357 

338 

331 

390 

381 

373 

379 

370 

339 

341 

342 

345 

343 

318 

329 

341 

346 

343 

346 

350 

336 

345 

342 

315 

310 

303 

308 

310 

311 

297 

287 

285 

293 

298 

301 r

o

7

'

n

E

n
uy

n

U

 

内
J
・
内
，
，
“

m
J
-

内
J
U

内
4uv

324 

ロ1.61321)川 21

328 

323.4 

333 

363.0 

366 

nwa' -
o
n
v
 

m，， 今、ui
 

44τ 
• 令‘

i
M

，ハHV、‘u'
1
 

1
 

• l
 

吋、司‘Jω》
弓
‘
リ
Uv
 

• 4
 

、‘JW
内《
白》

346 327 

326.4 

326 

五;ANI301.51297.91304.4

31 



19 

Jj-196[{1・21119571，ド8.2000 MCi SωFlux. Oensityの，;ril ~ 11"( 

J958 1957 

第 2表

S<!pt. 

190 

197 

196 

183 

169 

Aug. July 

159 

160 

161 

J66 

167 

June 

160 

160 

170 

175 

182 

May 

192 

194 

196 

195 

202 

λpr 

P

、d

・J
"

・
・IA

内
J

1

w

m

，e

司‘
JV

内也
d

内
ノ
“
.
，
a
n
H
V

内
''u

内
f
-

内
，
“
内
，
h

勾
ノ
旬

FE.b. ， ~叫ar_

140 

150 I 

153 I 

159 I 

165 

142 

145 

154 

158 

166 

Jan. 

202 

208 

203 

199 

202 

Dec. 

202 

209 

20() 

203 

206 

:¥ov. 

217 

2Jl 

202 

196 

188 

。じt.

183 

186 

179 

172 

168 

Sept. 

1<)1 I 
183 

179 

174 

166 

137 

143 

136 

132 

131 

-
&
内
4

1

u

a

q

q

d

153 

152 

151 

161 

168 

164 

169 

168 

167 

157 

165 

176 

166 

155 

151 

182 

171 

165 

170 

167 

190 

177 

174 

163 

157 

177 

187 

199 

200 

202 

158 

162 

158 

158 

157 

146 

139 

130 

128 

127 

169 

163 

158 

153 

145 

150 

146 

145 

141 

137 

内
，
，
“
，
x
%
A
U，，

A
F
"
n
u
J

舟

e
J

内，
a

F

、d
A
H
V

内

't“

A
H
V
A
H
V
n
M
U
n
v
o
"
'a

，
A

U

a
河

、

内
a
d

司‘
JV

『
‘
iν

内

J
U

内

'
'
-
-
E
A

.

，A
'

i

a

g

BE-

-
ZA

-
-a

--
A

・B-

193 

188 

192 

193 

195 

199 

192 

185 

179 

167 

183 

178 

175 

174 

179 

167 

172 

179 

184 

192 

160 

159 

163 

163 

172 

129 

129 

128 

127 

128 

r
h
U

司

'
'

n

M
U

《

U
J

n
H
U

ー

172 

169 

166 

166 

157 

175 

174 

170 

159 

152 

200 

208 

214 

231 

222 

166 

162 

163 

170 

169 

184 

193 

189 

187 

197 

199 

201 

200 

196 

199 

196 

187 

182 

185 

177 

126 

126 

125 

130 

133 

'
L
A
q，
島

崎

e
d

・J・・
r

、d

i

l

i

-

-

193 

185 

183 

173 

168 

126 

129 

122 

135 

144 

136 

129 

126 

131 

132 

136 

140 

138 

142 

144 

138 

148 

150 

163 

168 

152 

150 

147 

146 

159 

146 

144 

136 

134 

133 

223 

208 

201 

193 

194 

176 

198 

203 

213 

223 

188 

180 

178 

171 

183 

199 

197 

197 

206 

213 

178 

183 

187 

197 

208 

141 

153 

158 

153 

150 

〆口

I々

0
6

0

J

A

υ

1

1

1

&

t

i

『

ta

刊

4

165 

162 

162 

158 

157 

167 

177 

184 

177 

188 

142 

145 

152 

157 

167 

135 

148 

157 

160 

165 

144 

148 

150 

153 

155 

171 

169 

172 

171 

175 

162 

177 

185 

187 

186 

133 

132 

131 

146 

158 

183 

180 

171 

156 

154 

247 

256 

274 

264 

271 

195 

206 

211 

213 

202 

197 

195 

201 

201 

192 

143 

137 

139 

143 

147 

'
E
A

今，b
内‘
d

aA-z

F

、d

内，
b

内
J
b
4
f
hH

内
J
白

内

''j
・

152 

152 

162 

163 

162 

193 

182 

178 

177 

186 

173 

180 

213 

208 

204 

169 

165 

166 

160 

156 

156 

155 

148 

156 

156 

176 

177 

185 

189 

190 

194 

206 

210 

210 

233 

158 

146 

141 

153 

156 

114 

140 

137 

274 

269 

241 

225 

215 

191 

191 

190 

197 

202 

192 

205 

223 

234 

237 

181 

190 

189 

182 

184 

147 

152 

161 

166 

172 

〆
n
》

n
，，

n
xU

A

V
，

A
H
V

内，
，“
《
，
，
匂
内
，

I

“
内
，
FU

内‘

υ

175.41177.11159.311 

189 202 240 

155.0 

137 

186.5 

208 

I91. 9 ~ 210 . 9 

229 

196.6 134.4 

195 31 



1¥[ay I J叶川 Augisapt 

1959 

20 

V
 

O
 

N
 

t
 

c
 

o
 

e
 

t
 

a
 

D
 

Oct. I Nov 

109 

123 

123 

121 

116 

114 

200 

198 

180 

171 

160 

150 

157 

162 

164 

154 

142 

132 

130 I 

132 

130 

127 

133 

135 

135 

136 

150 

139 

136 

134 

129 

Apr. 

170 

168 

155 

150 

141 

1¥1 a f. Ft-b. 

148 I 

149 

151 

149 

144 

Jan. 

168 

172 

183 

192 

200 

Dcc. 

185 

183 

172 

172 

174 

162 

172 

165 

162 

160 

166 

165 

167 

161 

147 

'
i
内

4

q

J

，q
R

d

117 

118 

125 

135 

138 

124 

123 

117 

112 

106 

145 

141 

140 

141 

143 

n

，，
a
n
-
-
n
u
J
a
n伺
a

a
aa

F

、d
F

、da
n
噌

a
nヨ

an-a

l

l

i

-

-

141 

140 

138 

141 

137 

106 

106 

109 

106 I 

114 

141 

138 

132 

138 

132 

146 

141 

144 

146 

138 

内ノ
"

'
A樋
B

F

、d'
h
U

《

H
U

A
U
Z

司

'
'
n
x
u

《

U

F

P

、d

句、
u

、‘
dw

内‘
Ju

a
n噌

md
f

内‘
JV

戸、
d

n

，・
の
x

u

m
，，

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

140 

140 

141 

156 

160 

132 

142 

160 

176 

188 

139 

143 

148 

156 

160 

134 

134 

138 

142 

146 

147 

146 

135 

134 

134 

208 

202 

192 

194 

188 

177 

177 

182 

186 

187 

163 

157 

153 

154 

173 

132 

124 

122 

115 

114 

121 

127 

130 

127 

132 

126 

125 

128 

129 

137 

140 

150 

158 

149 

152 

160 

160 

163 

166 

161 

的
対

U

F

、J
a

n
唱

C
J
a
4
4

〆
h
u
'
h
u

an守

'
h
u

aa
・

《

W

J

n
汎

U

のx
u

n
，a

，K
U

F

、d
F

、d
p

、d
a

m

-

a

勾・

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

A
H
U
-
a
S
F

、d
A
'
'旬
刊

‘

d

'h
u

rhυ

，、
d

F
、d

a
n幡宮

l

i

l

1

1

 

143 

139 

145 

150 

159 

137 

149 

141 

146 

149 

181 

172 

165 

157 

150 

187 

186 

183 

179 

173 

p
、d
《

H
U

内，ゐ

a
n
せ
内
4
i
v
'
h
u
a
n
u
-
-
白、“.，
a

勾，，

P
、d
p

、J
a

n
、
今
‘
d

ペ‘
d

A

，b

内'
'u

内'
tu

内‘
d

内'tM

i

l

l

i

l

i

-

-

-

-

143 

141 

139 

140 

148 

r
n
v

勾

t

R

u

q

'

n

u

ー

152 

159 

166 

170 

168 

-m』島内
ノ
智
令
‘
Jv

，m紬
Z

F

、JV

I

l

i

-

-

169 

174 

179 

189 

197 

149 

157 

159 

158 

157 

146 

149 

163 

185 

201 

167 

151 

144 

141 

139 

133 

133 

133 

138 

138 

179 

201 

214 

207 

200 

〆
h
U

伺，
t

。o
n
u
，
《
H
V

I

l

l

i

2
 

115 

125 

133 

146 

156 

140 

141 

142 

138 

134 

A
U
Z
A
，
&
《
u
y
n
H
V

P

、d

今‘
ω

ぺ
唱
リ
曹
司
ノ
創
今
‘
dw

《
a
'
M

I

l

i

-

-

159 

156 

159 

163 

163 

Q

U

P

3

1

a

内

I

4
・

F
、d

，、
d
'
h
u

，h
u
n
t
t

i

l

l

-

-

132 

130 

130 

122 

122 

131 

122 

122 

115 

114 

181 

191 

209 

215 

222 

128 

134 

140 

142 I 

145 I 

148 ' 

160 

160 

162 

154 

143 

141 

145 

145 

143 

142 

143 

146 

134 

127 

123 

148 

145 

157 

163 

164 

201 

197 

183 

178 

178 

158 

160 

154 

152 

152 

217 

220 

230 

232 

227 

144 

148 

.153 

158 

170 

145 

151 

157 

165 

174 

197 

187 

177 

166 

152 

-
E
&

内

''M

内

4
d

an
句

F

、d

内

t
q
L
u
q，
ル
ウ
&
?
"

174 

172 

174 

176 

175 

153 

149 

141 

219 

213 

206 

195 

171 

175 

170 

169 

169 

166 

r
h
u
n

，a
n

M
O

A
u
y
h
H
v
 

q
，t

・
内
，
&
内
'
'M

内ノ
M

今屯
JV

120 

141.5 

213 

163.9 153.1 147.6 

一一L

125 

150.4 188.9 148.可160.31152.4

173 157 

169.0 

31 



21 

V
 

O
 

N
 

C
 

O
 

t
 

pP 
• Aq噌S

 
vy，。u

 
A
 

Dec. 

100 

105 

107 

116 

123 

93 

92 

95 

101 

102 

n
k
u
p
、d
円，
a
1
ι
n
x
u

n
x
u
nMu
o
n
u

n
u
J
n
uJ
 

98 

107 

119 

109 

106 

101 

98 

92 

91 

90 

July 

135 

141 

146 

142 

152 

June 

117 

117 

118 

115 

122 

May 

109 

115 

120 

113 

109 

132 

128 

139 

141 

154 

Mar. 

106 

108 

104 

104 

107 

Feb 

168 

175 

174 

163 

157 

ρド司

内

UD
 

Dec. 

164 

155 

155 

154 

152 

-
E
E
内

J
M

勾‘
d
a
a
.

，、d

121 

119 

119 

117 

114 

107 

113 

121 

122 

131 

102 

106 

110 

114 

118 

108 

117 

126 

130 

136 

90 

92 

101 

107 

116 

139 

129 

122 

128 

125 

130 

133 

133 

132 

129 

110 

112 

115 

118 

121 

132 

121 

111 

108 

108 

106 

112 

107 

106 

102 

150 

142 

136 

138 

138 

159 

158 

164 

161 

152 

151 

150 

137 

135 

128 

ι
v
勾

t
R
v
n
u
F

《

U
ー

113 

109 

101 

99 

98 

146 

134 

129 

142 

143 

124 

123 

123 

121 

120 

135 

139 

143 

144 

142 

130 

145 

154 

166 

172 

113 

108 

106 

101 

105 

129 

132 

125 

125 

124 

127 

126 

125 

116 

113 

117 

129 

129 

132 

100 

98 

97 

98 

101 

131 

124 

122 

123 

120 

139 

148 

131 

128 

129 

134 

127 

124 

122 

121 

-EA

内，L

・句‘
J
v
aH噌
戸

、

J

I

l

l

1

1

 
n''

1
L
'
h
u
q
J
q
J
V
 

《

U
J
A
U，
，
向
M
υ
O
H
u
n
k
v

126 

117 

112 

111 

108 

118 

114 

112 

111 

109 

143 

142 

143 

148 

145 

175 

170 

174 

173 

158 

106 

111 

111 

108 

111 

119 

116 

107 

98 

98 

111 

105 

112 

109 

109 

134 

129 

128 

126 

126 

103 

102 

101 

101 

103 

119 

113 

112 

106 

107 

134 

139 

132 

131 

130 

121 

123 

123 

132 

138 

，K
U

円，，《
M
U
A
u
z
n
H
V

I

l

l

i

2

 
内，t

・
《U
J

，、d
a
A
U
E

《u
y

nnv

守
a

句

t

n
t
n
t

106 

93 

89 

86 

80 

105 

101 

99 

97 

93 

145 

139 

134 

129 

120 

149 

149 

126 

120 

116 

114 

112 

110 

110 

108 

94 

94 

96 

96 

101 

109 

110 

110 

110 

109 

125 

121 

126 

126 

121 

106 

109 

114 

115 

114 

108 

108 

107 

107 

108 

127 

130 

133 

145 

164 

144 

136 

126 

134 

124 

-B
島内''旬、‘
d

，n
個、，、
J

の，白内，
b

‘，，
u

内J
・内，
ゐ

84 

88 

90 

98 

106 

《

U
J

an
-
ι
C
J
'
h
u
n
v

n
，e
n
M
U
A
M
u
n
x
u
《

U
，，

A

υ

O
J

n

y

A

Y

0

6

 

n
w
'
n
x
u
n
x
u
n
k
u
n
k
u
 

116 

107 

101 

93 

91 

111 

108 

100 

95 

93 

109 

110 

109 

108 

106 

110 

125 

130 

133 

136 

109 

110 

115 

120 

122 

113 

105 

107 

117 

109 

118 

130 

124 

135 

137 

113 

113 

113 

110 

174 

180 

182 

178 

179 

120 

126 

127 

128 

136 

'h
u
"
'
'
E
R
M
U
A
U
2
A
H
U
 

ぺ
正
ヲ
ω

q

，M

内，
b

q

d

110 

98.9 

91 

i48.5 I 川 lω6 1 123 . 61114.3 1 117.8 1 117.4 1 1~~川川 l川
97 105 123 132 172 134 31 



Dec. ~ar.~r. 1 
-E且
内
，h
r
内υ

aA樋E

，、
d

n
M
υ
n
x
u
n
x
u
n
k
u
n，， 

ー
ー

《ノ・

・0A
A
H
V

《J
ゐ
内
‘
JV

'
h
U
F
hu

'
h
υ
'
h
u
'
h
u
 

a

q

1

u

R

u

n

E

'

i

 

"
I
?
'
7
'

マa
合
目

c
d

aμ噌
・

E
A

'hu

am鋪
a

n
，，

n
'
'
n，
，
，
h
u
r
h
u
 

n
v
n
v

勺

t

マa
o

o

'
o
k
d

ζ

d

E
3

・b

内，
g

n
，
，
巧
g'
A
U
J

内'tu

p
、Jv

-
、u

r
、d
F
、
“
，
zhu

-

-

-

q

u

R

v

'

1

1
》

a
4

F

3

1

A

Q

〆
戸、
υ

η

4

A

X

U

句

d
'
n
v
F
、d
n

t

'h
v

'
n
u

勾'
'
n，，

司t
a

司，・

n
'
'
'
h
v
'
h
v
'
h
v
p、JW

，、
J

P
、J
W
F
、u
F
、“

AHV

勾

J

ζ

J

0

6

n

u

q

r

u

q

J

'

i

q

J

r

b

の
百
マ
t

弓

t

n

t

n

o

o

。。
0

0

6

内

I

勺，

ー

ー勺

t

p

、Jv
r仇
u
'
A
H
V

勾

t

の
MU

の
x
u
n
x
U

《U
ノ
《
wde

44・d
f
h
v

rh
v
n
x
o
a川崎
温

勾

I

n

i

円

l

n

l

n

E

内'I“
内
ノ
-
a
n
"・'内
U

内，b

'hu
'
h
v

'仇
v
r
n
u
n
，e

A
S
A
H
v

n
E

守
'

n
E

?，
n

i

A

v

r

O

A

U

 

-

-

am噌

A
U
J

・A
-
a
a
n
ョ
，
a晶

an
宮
内
4
d

ぺ，
b
A
U，
《
uz'

Q
U

内t
n

J

ワ
a

7

・

7
・
n

t

7

・
rn
u
d
h
v

勾‘以内，
ι
-
4‘d
m
'
t
・《
M
U

"
'
s
n，g
n
，s

内，
r
'
h
u

山一
τ
μ

一
7

8

8

8
制

t

Q

M

一

-

Z

一
6

6

6

6

6

6

6

7

7

8

u

-

A

一

一

片

一

叩

η
η
η
η

-

u

-一昨川
j

町

別

白

川

引

刊

同

日

山

M
 

22 

出土J
118 

125 

124 

114 

110 

.，a

《，，“内
4d

an"・
p
、d

勾

4

の百

m
'
'
ζ
u
'
b

rh
v
'
h
u
r仇
U

Fh
v

'AU

aa
-

a4
A
H
V
Q
υ
n
I
 

R
U
A
X
v
n
E
n
f
n
，a
 

105 

99 

95 

90 

85 

'h
u
n，
，
《
M
O
A
U
F
A
H
υー

内‘d

内''白内，
b

・・4

《MU

7
a

勾

j

勾

t

7

・
ι
ν

100 

97 

96 

103 

105 I 

102 

96 

89 
82 

75 

i
 

an噌

'
h
v
'h
v
a
U
1

戸、
d

A

n

苛
内
'L
M
'
h
U

内‘
d
A
H
U

n
w
J
n
u，
nw
，，
A
U
'
n
u，

A
W，
《
U
J
n
n
u
n
H
u
n
k
υ

戸、
Jw

anせ

aA苛

'h
u
η

，a

n
w
'
'
n
w
'
'
n
u
J
n
u
J
n
u
J
 

P
、ω

《u
，，，
t
a
a“.
A
H
V

勾

'
'
F

，，
nxU
内

M
U
A
U
F

自
u
n
υ
A
H
ツ
A
x
u
n
，，

ι
v
F
l
r
b
d
D
'
n
u
 

寸
t

G
ヲ
『
，
e
A
H
v
q
'
u

n
v
'
A
W
J
A
V
，
ハ
WJ
内

WJ

，n
-
a
F、JV

〆仇V

内ノ白戸、
JV

'h
u
'
h
u

，仇
U

内，，内，
，

an--

内u
y

内，，

.
E
A
-
E
A

'hu

'A
U

ウ
r

c

。nuo

由
u
n
v
n
u
d
-
-
a
q

p
h
J
'
h
u
r、
“
，
h
u
'
h
u

'hu

，理法内，
b
A
H
V
A
H
U

r
n
w

〆hu

〆h
V

〆hu
r
h
u

内H
V
n
u
U
A
M
，
内
，
h

‘‘
JV

何

'
'
'h
u

'h
U
内

t
'
nv

，

勾

z

'

q

u

n

U

R

V

7

・

n
t
勾

zt

句

f

z

D

'

D

。フ
m
z
t
A
H
U
Q
υ
F

、d

o
k
u
n
x
u
n
u
J
n
m
v

ハM
U

103 

104 

99 

93 
85 

内，
e
《

M
υ
A
H
υ
n
M
U
O
O

内'
'
n，a
n
x
u
円

'
'
n
，，

-

-

-

n
，a

今4
d

内4
J

r
n
u
n
w
'

a4a

〆nv

内x
u
n
M
u
n，
，
，
h
υ
'
h
υ
'
h
u
n
u
J
'『
A

〆o
r

o

r

0

4

0

2

0

7

e

マ'
7

・
勾
I

内l

勺

2

巧t
n

i

n

t
・
0
0

F

、d
A

“τ

内‘
u

n
，d

内，，

rnv

ι
u
A
v
r
h
v

'
b
 

今‘
Ju

--a

《V
，
内
M
U

内，，

n
，S
伺

'
'
rh
u
'
h
u
r内
u

-
L
A
v

q
L

Q

'

n

o

 

n
E

ワ
a

勺

t
F
A
U
Z
O

-EE・
内
，
，
制
局
‘パw
an
-
-
F、iv

i

l

i

-

-

内，
a

-E
A

内，
b

内a
J
V
F、，u

z
D
n
t

勾
，
勾
t

司J

《

M
U
n
u
o
n
x
u
m
r
'
《

u
o

，h
υ
r
h
u
'
h
u
'
h
u
'
h
u
 

-EA

anuz

n
，，M

内，ゐ内
4
d

n
，a
円

2t

内'
'
n
'
'
n
，，

'hu

マ，

a
u
A
Hフ

AHυ

1

1

1

1

2

 

n
，e

内

M
0

・EA
r拘
V

・a・-

司

4

句

t
n
x
u
n
k
v
A
Y

A
V
，‘‘
u

aa
‘
F、J
V
F
、d

'
n
v
7・
勾
J

7

・
勾
t

F、，u
an姐Z

，、J
w
r
h
u
m
，e

勾

d

司

1

円

j

弓

t

η

t

-E
且

内，&内
4uv

aAM・
戸、
d

内，
ι

《''U

内''
M

内ノμ

・
内
，
.

-
E
・
9
u

勺，
A
υ
t
d

の

岳

勾

j

司

t

p

i

η

t

《w
，，，勾‘リ
uw

令‘“
υv

，n
v
.
1

，n
ν
"
J，
内
E，
何
，
，
《
Mυ

69 

69.9 勾‘
JV-

P

、d
'hu 

弓‘
J
v
r
h
u
F
h
u

am宮
崎
‘
d

内，
e

n

，a
η
，a
n

，t

勺

t

"''内，
t

Q

o

t

&

aa
・

'
h
u
'h
u

'
h
v
"
'
'
m
z
f
 

9
b
A
H
V

守
s
t
d
n
x
U

一A
-a

n
E
n
E

勾

4

巧

t

r

n

v

r

D

勾

l

q

d

n

w
，
A
Y
A
H
υ

勾''

n
，，

，h
u
'h
U

巧，
e

F
、d
-
I
A
内

M
O
'
A
U

an
y

句

t

円

i

F

O

A

M

'

o

aa
‘

r
h
u
r
h
u
の

M
U

巧''

n
x
u
n
k
u
n
N
u
n
x
u
n
M
U
 

A
H
V

・1‘
an
-
-
P
、d
a
m凶

z

n
w''

n
uJ

n
uJ

《u
，
《
W
，，

r
O
R
d
a
u可

"
'
'
m
I'

m-e 

0
6

2
A

2

0

今

J

n

l

n
，，
n
x
u
n
x
u
A
U
J
A
U
J
 

五
U

守

t

n

a

n

ヲ

ハ
U

内rhm

内，
LM

内'tu

内，&内‘
JU

76 

83.31川川79.3 

62 92 

円

1

・-
p

、d
勾，.

，
れ

u-
c
d
 

勺，
内

M
U-

F

、d
n
，，
 

95 

ー

1
 

• 内，
a

n
R
 

31 

N
 

A
 

E
 

M
 




